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美しい自然に囲まれた環境の中で、地域の方と一緒に地域の行事を盛り上げてきたホームである。近
年、新型コロナウイルスの影響や過疎化に伴い、以前のような地域行事の開催が減少している中で
も、地域課題にあきらめずに取り組んでいきたいというホームの思いが窺える。閉校となった近くの小
学校跡地に『こども未来交流センター』が令和7年度の開設に向け整備を進めており地域交流の再開
に期待をしている。外国より技能実習生の受け入れ、多様な文化背景を持つ職員の言葉や文化の違
いを理解し、職員教育にも力を入れている。昨日よりも、今日、今日よりも明日「もっと優しく」「もっと温
かく」をホームのモットーとして入居者一人ひとりに寄り添い、入居者が自分らしく生きていけるように支
援に努めており、当ホームの更なる取り組みに期待が持てる。

基本情報リンク先

1  自己評価及び外部評価結果
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1. ほぼ全ての家族と

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

　↓該当するものに○印
項　　目

2. 利用者の２/３くらいの
63

2. 家族の２/３くらいと
56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

3. 利用者の１/３くらいの

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている
（参考項目：9,10,19） 4. ほとんどできていない

3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

59

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）
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自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう、事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状
況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

コロナ禍で、まず地域の方々と交流
ができないので、あまり活かせてな
い。

運営推進会議は、上司が行っている
為、取り組みや状況報告出来ている
と思う。

運営推進委員会のメンバーは、役場職
員、地域包括支援センター職員、郷長、
家族代表、職員で構成され2か月に1回
開催している。入居者の状況、行事報告
会議の内容は毎回役場に報告書を提
出している。

理念を共有し、常に実践に繋げてい
る。

「もっと優しく、もっと温かく」というホーム
の基本理念を、リビング、事務所など、
職員が目にする場所に掲示している。
職員は自然とこの理念を意識し、入居
者との接し方に活かされていると管理者
より聞き取った。毎月のミーティングで
は、日々の支援について振り返り、より
良いケアの実践につなげ、職員へのヒ
アリングでも、この理念が日々の業務に
根付いていることが確認できた。

コロナ禍などで日常的な交流は、ほ
とんどありません。

地域の方から野菜や魚の差し入れがあ
り地域住民との良好な関係が築かれて
いる。ホームは自治会に加入し、年に2
回の草刈りなどにも参加するなど自治
会活動にも参加している。コロナ禍以前
は地域の方と一緒に納涼祭や敬老会な
どを行っていたが、地域の役員も高齢化
し、以前のように行事が実施できない状
況である。管理者は地域課題に今後も
あきらめずに取り組んでいく意向であ
る。

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

理念は常に掲示し、共有している。
今年も施設内でコロナがはやり、敬
老会のみホームと小規模合同で行っ
た。

小学校も閉校になり、つながりがなく
なっている。行事を、事務所内にて
実施しており、コロナ感染や職員不
足もあり、地域との交流はまだできて
いない。

まだ地域への情報発信はできておら
ず、運営推進会議において、内部研
修の内容等を報告しているぐらいで
す。

運営推進会議は、2ヶ月に1度必ず行
い、役場からの情報があれば検討し
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取り組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んで
いる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指
定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止
関連法について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学
ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

虐待についても、年に2回内部研修
で、学ぶ機会を設けている。月に１回
のフロアミーティングで確認をしてい
る。

職員へは必要があれば、全体会など
で紹介している。

虐待ではないかと思う事は、職員に
常に注意している。月1回のフロア
ミーティンゴにおいて、虐待がなかっ
たかを確認している。

職員へは必要があれば、全体会など
で紹介している。

出来ていると思う。

運営推進会議の委員には町役場担当
者も参加し、地域課題について活発な
意見交換を行っている。ホームの視点だ
けでなく、地域全体の課題を共有し、よ
り良い解決策を探ることを目指してい
る。また、地域包括支援センターから
は、ホームの利用を検討されている方
からの相談や問い合わせが寄せられて
いる。

身体拘束については、会議の中で内
部研修を行っている。また、身体拘
束の必要な入居者については、家族
の同意をえている。

日中、玄関は施錠していない。現在、身
体拘束を必要とする入居者はいない。
職員には、年に2回、身体拘束や虐待に
関する研修を実施し、具体的な事例を
交えながら、これらの行為が禁止されて
いること理解に努めている。

身体拘束適正化委員会のメンバーは
揃っているものの、定期的な委員会の
開催が確認できなかった。身体拘束適
正化委員会の定期的（3か月毎）な開催
が求められ、今後、運営推進会議と連
携するなどして委員会の定期的な開催
を行う仕組みを整備することが望まれ
る。

年に２回、内部研修で学ぶ機会を設
けている。やむおえない場合は、家
族の承諾を得ている。危険防止で
行った事は、記録するようになってい
る。

役場の健康保険課の方が、運営推
進会議に参加されており、地域包括
の方から問い合わせがある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員ならびに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反映
させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

毎月の会議や面談等を通じて、日頃
から職員の意見を聞き、できるだけ
対応しようとしている。

毎月の会議では、入居者へのより良い
支援方法や、楽しい行事の企画など、
活発な意見交換が行われている。職員
は、ホームをまるで家庭的と感じており、
何か困ったことがあれば気軽に管理者
へ相談できる雰囲気があると感じてい
る。職員の意見が日々の運営に活かさ
れ、より良いサービスの提供に繋がって
いる。

職員不足が、最大の課題である。そ
のため、残業も多く、やりがいにつな
ぐことが出来ない事が最近ある。

月２回の会議、その他勤務中におい
て職員の意見や提案を聞き、反映さ
せている。

個々の勤務希望に添える様、話し合
いを持っている。

スタッフでわかりかねるところもあり、
上司への確認なしでは勝手に判断で
きないので、上司へ確認を常に行っ
ている。

家族の面会の中で、意見や要望が
あれば聞くようにしている。また、申し
送りなどで情報は共有し、対応する
ようにしている。

家族には、面会時や電話連絡の際に、
様々な意見や要望を伺うようにしてい
る。家族からいただいた意見や相談内
容は、申し送りノートや会議などで職員
間で共有し、サービスの改善に努めて
いいる。

入居時における重要事項として第三者
評価の受審状況を家族等へ説明するこ
とが求められており、今後、重要事項説
明書において第三者評価の受審状況が
分かるように、第三者評価実施の有無、
評価実施日、評価機関名、評価結果の
開示状況を記載することが望まれる。ま
た、外部評価を通じて家族に対しアン
ケート調査を実施し、家族の意見等を汲
み取る機会となる旨を説明し協力を求
めることを期待する。

介護支援専門員、管理者が担当し、
納得していただけるよう心掛けてい
る。

家族の面会は、島外関係なく玄関先
で行っている。家族からの意見が
あった際は、報告し改善に努めるよ
う努力している。

4 



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会を作り、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、本人の安心を確
保するための関係づくりに努めてい
る

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、関係づくりに
努めている

その方に関心、興味をもち、傾聴す
る事が大切なのかなあと実感する。

出来る事、出来ない事、色々試して
いる事、何でも話していくことが大切
である。

本人様と、対話しながら、困りごと、
不安、楽しみなど聞く努力をしてい
る。

家族の要望を文章に残し、話し合
い、信頼関係を築いている。

法人内の研修は毎月行われており、
外部のリモート研修の参加などを
行っている。

グループホーム協議会のつながりが
あり、地域がら他の事業所、施設と
のつながりは深い。

リモート研修など、取り入れ勧めてい
る。また、リモートだけでなく、他の研
修の情報が入り次第、適切に人材に
案内している。

オンライン研修ではなかなか難しい
が、その場所に出向いての研修で
は、他の施設や事業所とのつながり
は深い。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利
用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の
立場におかず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の
立場におかず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

何かあれば、家族等へ報告させてい
ただいている。

入所時の情報、本人からの情報に意
向、家族の意向等を確認しながら、
人や場所の関係が途切れないような
支援を可能な限り行っていが、本人
の状況で難しいこともある。

家族や友人との馴染みの関係を継続で
きるよう、暑中見舞い、年賀状のやり取
りを支援している。家族と連絡を取り合
い、安否確認を行うとともに、昔からの
つながりを大切にしている。家族の協力
のもと、外泊や墓参りなど、思い出を共
有できる機会を設けている。

現状報告をする事で安心して頂く。
必要な物の購入を施設でもするが、
家族へ依頼し、合うものを選んで頂
く。

家族との面会は、行っている。友人、
知人、地域の方（地元）との交流は、
疎遠になっている。HPの時に、偶然
出会うこともある。

家族との関係も大事です。要望に耳
を傾けながら、信頼関係を気づいて
います。

可能なかぎり本人の能力に応じて、
テーブルふき、洗濯物をたたむなど
日常の中で職員と一緒に行える声掛
け、準備、配慮を行ってはいるが、認
知症の重度の方が多く１～２名の方
に限られている。

その時その時に応じて話し合い、
サービスの変更も含めた対応に努め
ている。

洗濯物たたみのお手伝い、生活に必
要な物の仕分け（ナイロン袋、新聞
紙たたみなど）出来る事は、行ってい
ただく。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、
これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めて
いる

認知症の重度化により困難なケース
が多いが、その場合でも本人本位を
第一に検討し対応している。

職員は入居者との会話では、単に質問
するだけでなく、「～したいですか？それ
とも～したいですか？」といった選択式
の質問を心掛けている。入居者の思い
や意向をより深く理解し、一人ひとりに
合った支援を提供できるよう努めてい
る。

全ての暮らし方、１００％は無理だ
が、それに近い生活環境に出来る
サービスは行えている。

認知症の重度化により、難しいこと
が多いが、できるだけ本人の希望に
そうよう努力している。

自宅で、どのような事をしていたのか
本人、家族より聞き、近い状況に
持っていきたいと思っている。

体操・レクレーションなど、声掛けを
行っており、体調すぐれない方は、居
室で休んで頂いている。また、言葉
かけなど、できるだけ行っている。

死亡退所については、職員で通夜に
行ったり葬儀に立ち会うなどし、家族
の方に声掛け、思い出話などしグ
リーフケアのそうだんなどが出来る
環境に配慮している。

一緒に物づくりを行う。間に、スタッツ
フが入り会話する。

入院が長引き契約が終了しても、外
で会った時など話しかけるようにして
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に
努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成して
いる

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組ん
でいる

個別の記録は行われている。日誌や
メモノートにちょっとした様子、工夫な
ど書き加える程度の情報の共有はで
きている。

本人、家族の希望をできるだけ実現
したいが、コロナ感染症予防とあいま
みえ、面会など行いました。

申し送りノートを利用し、気づき、要
望を記入し共有している。

ご本人、ご家族の状況に合わせられ
る事は、他からの協力を得ながら対
応するようにしている。

本人様に、出来る事はして頂いてい
る。

家族は参加していないが、入居者様
の課題などは、カンファレンスを行っ
ている。

入居者の介護計画は、職員全員で共有
し、日々のケアに活かしている。計画内
容が、実際の支援に合致しているか、定
期的にモニタリングを行い、必要に応じ
て見直している。職員会議では、入居者
の最新の状況を共有し、より適切な支援
方法について議論している。管理者や
計画作成担当者は、職員の意見を参考
に、計画内容を改善し、一人ひとりの入
居者の方に合ったケアを提供できるよう
努めている。

個人の過ごし方は、おおむね把握で
きている。心身の状態は、日によって
多少のｒ違いはあるので職員間で情
報共有している。

穏やかな生活が送れるように本人に
傾聴し、職員同士話し合い、必要に
応じてドクターの相談をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援してい
る

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看
護職や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療
できるように、又、できるだけ早期に
退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。あ
るいは、そうした場合に備えて病院
関係者との関係づくりを行っている

毎週火曜日、月4回訪問看護来られ
てます。

入院時の情報提供はできるだけす
みやかに行う。入院生活で協力でき
るところは行う。（選択支援）退院が
スムーズにできるよう情報交換は、
主任・ケアマネを通じて行っている。）

週1回の訪看で、気になる入居者様
の病状等は、報告又は相談してい
る。必要あれば受診へとつなげてい
る。

状況の判断を病院と連携しながら連
携室の担当の方と連絡をとりあい、
退院後のことまで検討し、安心して入
院生活が出来るようにしている。早
期に退院できる時はすぐに対応する
ようにしている。

職員、ご家族での支援を行ってい
る。本人が欲しいものを、職員が代
行して買い物をしたりしている。

入所時かかりつけ医の確認を行い、
通院に北魚目診療所、若松診療所、
奈良尾診療所、上五島病院その他
歯科へ援助を行っている。

入居者が病院を受診される際は、職員
が付き添い、バイタルデータなどの記録
を基に、医師に正確な情報を伝えてい
る。受診後は、家族へ、医師から説明を
受けた内容や今後の治療方針などを電
話で連絡し、入居者様の健康管理を
行っている。職員間では、日々の記録や
申し送りを通じて、入居者に関する情報
を共有し、より良いケアを提供できるよう
努めている。

職員、ご家族での支援を行ってい
る。本人が欲しいものを、職員が代
行して買い物をしたりしている。

施設からすぐに受診対応できる病院
へ移行して頂いている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践
力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を日常的に防火管理及び消
火、避難訓練等を実施することによ
り、全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。
また、火災等を未然に防ぐための対
策をしている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

避難訓練は、している。消火訓練も、
消防署立会いにて、常にしていると
思います。

避難訓練は消防署立会いのもとで実施
している。管理者は、コロナ禍で地域と
のつながりが希薄になっている中、消防
団への協力依頼なども検討していきた
いと考えている。

今後、BCP（業務継続計画）の早期作成
とBCPの研修や訓練（シミュレーション）
を行っていくことが望まれ、更に、地域と
の連携を深め、研修や訓練を継続的に
行うことで、より効果的な防災体制を構
築することに期待する

外国の方で日本語が話せない方に
は、翻訳アプリなど利用しながら、本
人の意向を理解する努力をしていま
す。本人からは、ここは住みよい様だ
とのお話を伺いました。

ポータブルトイレには目隠しをするなど、
入居者のプライバシーに配慮した環境
づくりを行っている。職員は、定期的な
接遇研修を通じて、言葉遣いや声かけ
の大切さを学び、日頃から優しい言葉で
入居者と接するように心がけている。ま
た、外国籍の職員がおり言葉の壁を越
えてコミュニケーション方法を工夫してい
る。

年に2回、勉強会＋消防立ち会いで
の訓練（1回）を行っている。

相手は年上だということを、常に念頭
に置き、声掛けを行っている。

早めに、医療・家族との話し合いをし
て、十分に支援できるようしていま
す。

入居の際には、本人や家族と話し合い
を行い、様々なケースについて丁寧に
説明し、特に、重度化や看取りに関する
ことについては、当ホームでできること、
できないことなどを具体的に説明し、本
人や家族の意向を確認した上で、意思
確認書を交わしている。ホームでは、過
去に看取りの経験があり、必要な場合
には、家族や本人の希望に応じて、最
期まで寄り添ったケアを提供できるよう
取り組んでいる。

急変等の発生時は、マニュアルをも
とに、落ち着いて行動するが、各職
員に大声で助けてもらうようにしてい
る。また、同時に他のフロアへ報告
し、連携をとっている。

看取りに関しては、過去に数名行っ
ている。医療行為を必要としなけれ
ば、施設での終末は可能であると説
明している。

１年に１回、消防署での救命救急の
研修に参加。ナースによる応急手当
のやり方を学んでいます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように働
きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

1人1人に、その人らしいおしゃれの
衣類などするよう心掛けています。ま
た、化粧水やヘアブラシなどを洗面
所の手の届きやすい所に設置してい
ます。

台拭き、食材の下準備（皮むきなど）
していただいています。

職員は、入居者と一緒にテーブル拭き
などを行い、食事の支度から片付けなど
協力して行っている。食事は、専任の調
理担当職員が手作りで、季節の食材を
使った、栄養バランスの取れた食事を提
供している。特に、ホームで栽培したサ
ツマイモや玉ねぎを使った料理は、入居
者に好評である。また、入居者の誕生日
には、食べたいものをリクエストしてもら
い、お祝いの会を開いている。

離床する際、受診時、行事等、似合
う衣類を考えている。また、新しい服
など購入し、着てもらっています。

テーブル拭き・下膳の手伝いは、お
願いしています。たまに、入居者と
ホットケーキ作り行っています。

常に話しかけ、今どう思っているかを
伺いながら、毎日を過ごすようにして
います。自宅に行って様子を見たい
との希望があり、自宅前まで行き、し
ばらく過ごして帰ってきた事もありま
す。

一日の日課はあるが、本人の意向を
伺い、無理強いはせず、ゆったりと過
ごしていただいています。

どうしたいかはその都度問いかけな
がら、ケアを行っている。決定しやす
いような選択肢の提供をしている。

その時の状況で、職員のペースの時
がある。なるべく入居者のペースで
いきたい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り組
んでいる

排泄表を見、個人の排泄パターンか
らトイレの誘導タイミングをつかみ、
排泄援助を行っている。

入居者一人ひとりの尿量や頻度に合わ
せて、適切な尿取りパッドを選定し、可
能な方は自身で取り出せるよう工夫して
いる。また、排泄のパターンを記録した
チェック表に基づき、定期的にトイレへ
誘導し、トイレでの排泄を促している。

食物繊維を多く含む食品や飲み物
を、食事やおやつに取り入れたり、
水分をとれるように工夫しています。
また、病院と連携し、薬も使用してい
ます。

尿意、便意がある方は、ポータブルト
イレ、トイレでの排泄介助を実施して
います。無い方も、定時でトイレ介助
実施している。（2時間ごとにトイレ誘
導・パット確認実施中）

内服薬や坐薬を使用したり、食物か
らの摂取、飲み物（腸括ココア、牛乳
など）腸内環境を良好にするものを
実施しています。

提供した食事を食べれる様、形態を
お粥、普通、きざみにかえて、栄養食
品（ハイカロリジュース）の導入など
医師の処方を受けている方もいま
す。

自力で義歯の洗浄ができなくても、
洗浄液でのうがいや水分を飲んでい
ただくなど個々に応じて行っていま
す。

1人1人にあった食事形態を実施して
いる。（粥・きざみ、量、水分制限な
ど）

自力にてできない方へは、うがい、ブ
ラシ、口腔ガーゼ、歯間ブラシ用いて
実施しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員
の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々にそった支援をして
いる

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

主治医、処方薬局の薬剤師などから
の説明・指導を、服薬に関わる職員
は情報共有できる様申し送り、個人
記録で確認している。

お好み焼きの買い入れ、月に一度の
お買いもの援助を行っている方もい
ます。また、ドライブなども行っていま
す。

薬が変わった時、初めて服薬する時
は、注意深く観察し、記録に残してい
ます。

コーラ、コーヒーなど好まれている方
への提供したり、作品作り（刺繍）・ラ
ジオを聴いたり、雑誌を見たりしてい
ます。

ほぼ毎日入浴を実施し、3～4日おき
には利用できているが、実施は本人
の希望を聞き、気持ち良く入浴でき
る様ペースや温度には気を配ってい
る。

入浴は週に2回以上を目安に行い、職
員が入居者とゆっくり会話する大切な時
間となっている。入浴を嫌がる場合は、
無理強いせず、曜日や時間帯を調整す
るなど、一人ひとりの状況に合わせて対
応している。

エアコン、カーテン、ベッドの配置、家
具の配置、証明、ドアの開閉など個
人に合わせ実施している。また、本
人がきつい時には、いつでも横に
なってもらうよう支援している。

基本的には、午後入浴を実施してい
ます。入浴中、昔の話を聞いたり、
歌ったりしています。本人が拒否の
場合は、無理せず様子をみていま
す。

眠気があれば休んでいただく。夜間
眠れていなければ日中、少し休んで
いただく。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。又、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの
希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用
者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や
季節感を採り入れて、居心地よく過
ごせるような工夫をしている

家族の都合にあわせて電話してもら
うことあり。年に２回、年賀状、暑中
見舞いを写真つきで葉書を送ってい
る。ＬＩＮEで、写真・動画を送ってい
る。

季節がわかるように1カ月ごとに飾り
作り行っています。たまに、入居者に
も作っていただいています。

外食がしたいとの希望があり、車い
すでも気兼ねなく利用できる店を選
び、外出を援助した方もいます。ま
た、天気の良い日は、何人かドライブ
に連れていったりしています。

気候がよければ、ホームのウッドデッキ
で外気を吸ったり、近所を散歩したりと、
入居者の気分転換を図っている。本人
の希望を尊重し、家族とも連携しなが
ら、今年度は自宅への外出や墓参りな
ど、希望する場所へ出かけることができ
た。

地域がラスーパーなど近くになく、必
要なものは本人に伺ったりし、職員
が購入している。お金はすべて管理
できる方も少なく事務所で管理する
方がほとんどである。

散歩は、その日の状況によって行っ
ている。お墓参りなど要望があれ
ば、家族と相談し外出している。

事務所の方で管理しているのが現状
だが、ご本人が望まれるものや必要
なものは職員が代行で購入してい
る。

贈り物が届いたときのお礼の電話を
本人と共にかけたり、話をして頂くこ
ともあります。携帯電話を所持されて
いる方もいます。

手作りカレンダーを置いたり、毎月
テーマの折り鶴・切り絵などかざり、
季節感をだすなど工夫をしていま
す。

リビングには、入居者と職員が一緒
に作った季節の飾り付けがあり、四
季を感じられるよう工夫している。ま
た、外国籍の入居者にも分かりやす
いよう、浴室やトイレの表示を多言
語化している。空気清浄機を設置
し、室温や湿度を快適に保つこと
で、心地よい空間づくりを心掛けて
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

実践状況（ユニット名：　　　A　　　　）

自己評価

実践状況（ユニット名：　　Ｂ　　）

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思い
に過ごせるような居場所の工夫をし
ている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れた
ものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」「わかること」を活かして、安全か
つできるだけ自立した生活が送れる
ように工夫している

トイレが頻回の方へは、近い居室を
利用する事で対応している。精神的
に不安定な方へは、居室のドアを少
し開けておき、見守られている安心
感を持って頂く。

日本語がわからない外国の方のた
めに母国語でトイレやふろ場など案
内表示をされている方もいます。

リビングでの席は、相性を考え配置
している。1人になりたい時は、居室
で過ごして頂いている

位牌や写真、自宅で使用されていた
棚など可能な限り持ち込んでいただ
いています。

居室には、ベッドやタンスなどの家
具を備え付けており、自身の持ち込
みの写真や仏壇、位牌などを飾っ
て、自宅のように過ごせるよう工夫
している。担当職員と入居者、家族
と相談しながら、季節に合わせた衣
替えや部屋の模様替えを行い、快
適に過ごせるよう努めている。

席はほぼ固定にしているが、必要に
合わせて隣同志になり会話したりし
ている。

写真を貼ったり、使っていたものを置
いたりしている。
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